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政策デザインの分野
変化を続ける政治的・経済的・社会的環境に適応し、私たちの毎日をより良いものにしていく手段として
政策を広く捉える。政府のみならず、さまざまな主体が参加して政策をデザインする方法と概念を学びます。

社会イノベーションと経営・組織の分野
スタートアップや老舗企業、NPO/NGO、政府機関等が、新しい発想と方法による課題解決を目指す
社会イノベーションに取り組んでいます。研究と実践の融合の中から、「 社会的な成果 」と「 経済的な
成果 」を追求する新たな方策を学びます。

国際戦略の分野
国際社会にはいま協調と対立の機運が併存しています。世界をグローバル、リージョナル、ナショナルな
視点から複眼的に捉え、多様な主体に焦点をあてた国際戦略とガバナンスのあり方について考えます。

言語文化とコミュニケーションの分野
言語は人 を々つなぎ、文化を生み出します。言語の文化は、人間同士を結ぶコミュニケーションによって
培われます。このような言語文化とコミュニケーションの視座から、世界のさまざまな現象・問題を考え
ます。

総合政策学の方法論の分野
総合政策学部で強調されてきたのは複数の分野を学ぶことで新しい問題解決の方法を切り拓くこと
でした。現在は、そうした「 分野の掛け算 」に加えて、必要に応じて新たな方法を学び取る「 方法の
足し算 」が求められています。

先端情報システムの分野
コンピュータやネットワークはその存在を主張せず、情報システムは水や空気のように日常に溶け込
み、我々の生活をさまざまな形で支援する、そのような先端情報システムを創造し、諸問題に挑みます。

エクス・デザインの分野
まだ確固たる名称のない、未知なるデザイン・研究領域（＝ X-Design ）の開拓にチャレンジします。
異端（ eXtreme ）かつ実験的（ eXperimental ）に、領域を横断・乗算（ Crossing, X ）し、真の
自己表現（ eXpression ）を行ない、未来の地球・社会・文化のために貢献します。

先端生命科学の分野
SFCでは、医・薬・理・工・農・情報・政策を融合した世界最先端の生命科学を展開しています。分野に
とらわれず、あらゆる学問を総動員して生命のしくみを解明し、健康・医療・食品・環境分野に貢献します。

環境デザインの分野
建築・都市・地域レベルから地球レベルにわたるスケールの異なる幅広い視野で、持続可能な未来
の環境デザインに関して、データ・エビデンスベースの実践的な教育・研究に取り組んでいます。

人間環境科学の分野
人が身体と言葉を駆使しながら環境・社会と相互作用するプロセスを、個人および社会レベルで
考えることで、知の構造・機能の理解をめざすとともに、新たな知の創成に挑戦します。

さまざまな学問領域を
取り込み、最適な技術や
制度、組織を設計

複雑な現代社会と不確実な未来。手付かずの領域
に踏み込んで新しい状況を洞察し、問題解決への
最適解を示すためには、土台となる技術や制度、組
織を理解し、大胆に設計し直す知恵が必要です。鍵
を握るのは、公共政策にとどまらない、企業や非営
利組織、個人といった多様なアクターの協働から生
まれる処方箋。総合政策学部の学生は、「 実践知 」
を重視しながら、一つの学問領域だけでは解決が
困難な21 世紀の問題に取り組んでいます。

最先端の技術と発想で、
人や社会に貢献する
ソリューションを創出

グローバル情報社会の発展と問題解決。その使
命を果たすためには、一つの学問にとらわれない
学際的な研究が不可欠です。目指すのは、テクノロ
ジーやサイエンス、デザインなどを専門領域としつ
つ、人や社会に具体的に貢献する、数値や性能を
超えたソリューションを生み出すこと。環境情報学
部の学生は、最先端の技術と発想を、人文・社会科
学と柔軟に融合させ、地球・自然・生命・人間・社会
における未解決の問題にアプローチしています。

湘南藤沢キャンパス（SFC）は、「問題が与えられ、正解を教わる」のではなく、現代社会において「何が問題なのかを自ら考え、
解決する方法を生み出す」ための教育を文理融合の2つの学部が一体となって展開しています。
分野を横断した「問題発見･解決型」の学びで、未来を創造する力を養うキャンパスです。

解決への学びを、創造する力に

総合政策学部 環境情報学部

　総合政策学部は、日本で初めて、学部レベルで政策の教育
と研究に取り組みはじめました。学部創設以来30年の歩み
をつうじて、私たちが確信したことは、社会の秩序は変化する
ということです。これまで当然とされていた価値観は流動し
得るものです。そのため、私たちが直面している問題の多くは、
既存の解決方法を受け入れず、新しい思考を要求しています。
　政策を考えるということは、未来を構想することに他なり
ません。そうであるがゆえに「 政策を考える」ための学問は、
常に変化を求められています。個々の先端的な学問領域に
通暁しつつも、それを総合的に捉え直して、学際領域に踏み
込もうとする総合政策学部が魅力的であるのは、社会の秩序
の変化に適応しようとする考え方を備えているからです。
　すでに1万人以上の卒業生が、総合政策学部から巣立って
行きました。世界人口の中ではほんのわずかです。しかし、
卒業生の多くが、日本と世界を良くするためにそれぞれの努力
をしています。こうした取り組みに参加できる学生を総合
政策学部は求めています。

政策を考え、
未来を考える

総合政策学部長  加茂 具樹

　近年私たちを取り巻く環境の変化は早く、予測が困難で
不確実性が高くなっています。急激な気候変動や生物多様
性喪失といった地球環境問題は私たちの将来に暗い影を
落とす一方で、新たな技術は私たちが思いもしなかったことを
実現します。地球の長い歴史の中で、生物は私たちの想像を
超える環境変化の影響を受けてきました。生き残ってきた種
あるいはその子孫は、弱肉強食という言葉に象徴されるような
競争に打ち勝ってきたというよりは、環境の変化に柔軟に
適応してきたのです。
　環境情報学部において養われる学びは、この変化に対応
できる力だと考えています。私たちの考える環境情報学は、

「 環境 」と「 情報 」という言葉に留まらず、先端情報システム、
エクス・デザイン、先端生命科学、環境デザイン、人間環境科
学という5つの分野から構成されている学際的な学問分野
です。環境情報学部は、先を見通せない時代を生き抜き、
未来を創造する先導者を生み出します。

学問分野を横断した学びにより
変化に対応できる力を

環境情報学部長  一ノ瀬 友博



● 学部・大学院修士４年一貫教育プログラム
学生の意欲と能力に応じて、学部を4 年間で卒業する場合と
ほぼ同じ費用と期間で、学士および修士の 2つの学位取得を
可能にする、塾内でも初めての制度です。

● 3.5年早期卒業制度
9 月入学者の 4 月就職、4 月入学者の 9 月大学院進学などを
支援することを目的としています。

● 研究会
SFCにおける活動の中心で、「 卒業プロジェクト」に向けて、
教員と学生が共に考えながら、多様な課題に取り組んでいきま
す。SFCでは、能力次第で１年次から「 研究会 」の履修が認め
られています。

● 卒業プロジェクト
「 研究会 」を中心とするSFCでの学習の成果として、すべての
学生は、卒業までに、論文の執筆や作品の制作などを行います。
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カリキュラム

● 基盤科目
学部を問わず、すべてのSFC生が学ぶべき「 基盤 」を培うための科目です。
入学後の早い段階から「研究会」や「卒業プロジェクト」に必要な言語・思考法・
技法などを意識しながら履修計画を立てられるように、学びを支援します。

総合講座科目 自らのテーマを考えるきっかけの提供や、自分自身が取り組
む研究テーマを検討し、学習や実践の計画づくりを行う

ウェルネス科目 「 体育の授業 」という概念を超えて、心身の健康を図るだけ
でなく、自己開発教育の重要な一環として設置

言語コミュニケー
ション科目

文献読破や論文執筆、討論や交渉、フィールドワークやプレゼン
テーションで活用できるような、高度の外国語能力を身につける

情報技術基礎
科目

コンピュータやインターネットを創造的に活用し研究や様 な々取
り組みをエンパワーするために必要な知識やスキルを習得する

データサイエンス
科目

データ分析手法とモデリング・シミュレーションおよび論理・
確率・代数などの数理科学を学ぶ

● 先端科目
「 基盤 」となる科目を履修しながら、「 研究会 」「 卒業プロジェクト」へと導
く科目です。「 基盤科目」よりも具体的に研究に接近し、「 研究会 」「 卒業プ
ロジェクト」の前提となる専門的・先端的な科目によって構成されています。

修士論文

* 総合政策学部生は「総合政策学」、環境情報学部生は「環境情報学」が必修となります。

２年 ３年 ４年 大学院 政策・メディア研究科
修士課程１年 修士課程２年

申請

申請

１年
（１･２学期目） （３･４学期目） （５･６学期目） （７･８学期目）

合計124単位以上

学部・大学院修士4年一貫教育プログラム

研究会

3.5年早期卒業制度

卒業プロジェクト

基盤科目

ウェルネス
総合講座

言語コミュニケーション

データサイエンス
情報技術基礎

共通

先端科目 総合政策系 環境情報系

政策・メディア研究科
修士課程 修士論文→卒業プロジェクト

卒業プロジェクト

卒業プロジェクト

心身ウェルネス、体育１→
総合政策学／環境情報学*→

８単位以上→
４単位以上→
４単位以上→

体育２・３→

合計30単位以上

２単位以上→ 修士研究会

卒業

卒業

卒業

合計30単位以上

大学院との連携が強いSFCでは、学部生時代
と同じ指導教員や環境で、自身の研究を継続・
発展させることができます。学部・大学院修士
4年一貫教育プログラムや、3.5年早期卒業
制度などのフレキシブルな制度も魅力です。

セメスター制による高い学習の自由度と多様な進路

履修申告や留学、進級卒業の時期を2 学期制（セメスター制 ）で運用
しているSFCでは、入学時期は4月と9月の2回あり、同様に卒業時期
も3月と9月の2回あります。留学やフィールドワーク、インターンシップ
を組み合わせて、例えば、9月入学者の4月就職、4月入学者の9月
大学院入学など、自由で柔軟な学びと多様な進路の設計が可能です。

「 研究を教員と学生がともに行う」という教育スタイル

SFCでは多様性のある一人ひとりの個性が尊重され、たくさんの学
生が教員や仲間とともに研究したり活動することで好きなことを実現
しています。科目が基礎から専門へと配列されていないため、学生自
身が、学年にとらわれず、研究に必要なカリキュラムを柔軟に組み立
てることができることもSFCの大きな特徴です。

自分の研究テーマや目的にいちばん適した学び方を一人ひとりが自由に組み立てる、他にはないユニークなカリキュラムを採用。
総合政策学部・環境情報学部の学生は、2つの学部の授業や研究会を自由に行き来して学ぶことができます。

自分の学び方は、自分で決める



ウェブ上のシラバスサイトで
開講するすべての授業科目の
内容をご覧いただけます。

syllabus.sfc.keio.ac.jp

GR：グローバル・ガバナンスとリージョナル・ストラテジー
HC：ヒューマニティーズとコミュニケーション
PS：政策形成とソーシャルイノベーション
CB：認知・意味編成モデルと身体スキル
EG：環境デザイン・ガバナンス
XD：エクス・デザイン
C I ：サイバーインフォマティクス
B I ：先端生命科学

８つのプログラム

４つのプロフェッショナル育成コース

社会イノベータ
環境イノベータ
イノベーティブ・フューチャー・ストラテジスト
サイバーセキュリティ

修士課程 博士課程1学年

大学生活に慣れるとともに、
基礎的な力を養成し、
今後の学習の基礎となる力をつける

一部の科目はオンライン形式で開講しています。
オンライン授業は最大60単位まで卒業条件(124単位)
に含めることができます。
※2022年12月1日時点

※このページに記載の科目名、研究会名は2022年2月現在のものです

2学年

関心を持った領域の学びを広げ、
深めつつ、自分に合った
研究会を探し、参加する 3学年

次の年に一緒に卒業プロジェクトに
取り組みたい教員を見定め、
履修許可を受ける 4学年

学部での研究の集大成となる
卒業プロジェクトに、
２学期（１年間）かけて取り組む

選択必修で知の技法の基礎を養うための科目群

総合政策系
政策デザインの分野
社会イノベーションと経営・組織の分野
国際戦略の分野
言語文化とコミュニケーションの分野
総合政策学の方法論の分野

環境情報系
先端情報システムの分野
エクス・デザインの分野
先端生命科学の分野
環境デザインの分野
人間環境科学の分野

自由に選んで専門性を高めるための科目群

基盤科目
総合講座科目
SFCでの学びを見渡す 環境情報学

総合政策学

ウェルネス科目
心身の健康を養う

心身ウェルネス　体育１～５

言語コミュニケーション科目
多言語を学び世界への「窓」を開く フランス語　スペイン語　日本語　ロシア語　イタリア語

英語　朝鮮語　中国語　マレー・インドネシア語　アラビア語　ドイツ語

情報技術基礎科目
ICTを使いこなすスキルを磨く

情報基礎１・２　オブジェクト指向プログラミング基礎　
システムプログラミング基礎　スクリプト言語プログラミング基礎

データサイエンス科目
データを駆使し分析する基礎を学ぶ 医療・健康のデータサイエンス　国際社会のデータサイエンス　　　 ほか

統計基礎　線形代数　微分・積分　問題発見・解決のための数学リテラシー

デザイン言語総合講座　　　データ・ドリブン社会の創発と戦略
公共政策　 アルゴリズミックデザイン 　　ベンチャー経営論
多文化コミュニケーション　　　ゲノム分子生物学
創造システム理論　　　開発とローカリズム　　　外交と戦略
ソーシャルイノベーション　　　オープンデザイン戦略
地球システム　　　国際企業論　　　　環境ヘルスサイエンス
アナログ・デジタル電子回路基礎　　　芸術と科学
都市と環境　　　パブリックマネジメント　　　　南極生態学
モノ創り実験工房　　　　　比較体制論　　　　触覚と社会
脳と行動　　　ヒューマンセキュリティ　　　世界史のなかの日本
コーポレートガバナンス　　　生命現象と現実社会の比較論

量子情報処理　　　ゲーム理論　　　地球環境技術論
相互交流と間主観性　　　　　21世紀の企業の挑戦
言語とヒューマニティ　　　グラフィックスプログラミング
スポーツエンジニアリング　　　　NPOの設立と経営
宗教と現代社会　　　構成的認知論　　　改革とイノベーション
デザインスタジオ　　　　　日本の行政機構
安全保障政策　　　メタボローム解析実習
パーソナルプレイスデザイン　　　　　グローバルガバナンス
マーケティング戦略　　　　デジタルファブリケーション
生命と知能の進化　　　　　　　政策過程論
インタフェース設計論　　　　　　　　　 ほか400 科目以上

基盤科目（共通）／先端科目

修士研究会

地上学への研究　全世界インタフェースデザイン　グリーンインフラ
メンタルヘルスの研究と実践　防災社会デザイン　ゲーム理論と経済数学
xSDG　コーチングとライフスキル　街と情報　現代アメリカ政治・外交研究
デザインとジオメトリー 言語科学 先端生命科学 ほか160プロジェクト以上 　　

研究会

修士論文 博士論文卒業プロジェクト
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知の土台となる基盤科目や、研究会や卒業プロジェクトへ導く先端科目をフラットに設置。
SFCは、学年にかかわらず、必要な科目を必要に応じて履修できます。

必要な科目を、必要なときに学ぶ

カリキュラムと科目例



170研
究
会
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脳情報の計測と解析
ヘルスコミュニケーションの理論と実践
健康の社会的決定要因への取り組み
人類サバイバル時代における価値デザイン
ゲノム生物学（先端生命科学）
Islamic and Arabic Studies
建築情報学
地域における効果的なプラットフォーム設計
地上学への研究
ランドスケープ研究
グリーンインフラ

「自然な深い創造」の探究・実践・支援 - ナチュラルにクリエイティブに生きる未来へ
　［ 創造の場づくり / 企業におけるWell-being / 市場創造マーケティング /
　 価値観・世界観が変わる大人の学び / 新しい開発援助 / 自然のなかの子育て / 
　高齢者ケア / クリエイティブ・ラーニング・コミュニティ実践 ］
言語と学習の認知科学
意思決定研究とサイバービジネス実践
医療介護政策・経営
ネットワーク運用と実空間インターネット
水俣研究
パースペクティブ2050
実践・企業経営ーービジネスモデルの再構築
身体運動の神経科学　～脳と身体をひとつの"システム"として捉える～
選択分析：政策と日常生活
デジタル技術政策研究
防災社会デザイン研究会

（A）3Dプリンティング技術のスポーツ・福祉・医療に向け応用
（B）リンクセグメントモデル・粘弾性モデル等によるヒトや動物の運動解析
（C）スポーツおよびリハビリテーションの遠隔コーチングに関する技術開発

Human-centered Computing for Cyber-Physical Well-Being
Rebooting Personal Computing
言語科学：基礎からオリジナル研究へ

スマートモビリティ～セルフドライビングカーを学ぼう～
スマートモビリティ～セルフドライビングカーを創ろう～
精神分析
社会安全政策論研究会
サイバー・防犯ボランティア研究会
マルクスの古典を読む
近代社会研究
社会的選択理論
ヒューマンパフォーマンス
場のチカラ プロジェクト（まちに還すコミュニケーション）
RNA機能解析（先端生命科学）
数学, 数理物理学
数学, 物理, プログラミング
現代中国研究と日本
データプラットフォーム研究会
機械学習
インターネットリサーチ
臨床と教育
言語と思想、言語と芸術
アフリカに学ぶレジリエントな人間と環境共生-MOTTAINAI- 
SFC生協とウェルネス弁当
　街角ピアノとソーシャル・キャピタル
　ソーシャルマーケティング：アジアとアフリカをつなぐ糸（布）と
　動植物モチーフ・デザイン
ボディプランニング解析
ボディプランニング解析2
マーケティング・コミュニケーション / 地域デザイン
データドリブンによるスマート都市・地域の構築
xSDG
Emerging Business Models in Cyber Civilization
デジタル新時代の経済とビジネス
経営研究：優れた経営の実践と普遍的知見の探求から
　近未来のあるべき経営を探る
Management studies as a field of social science
とりあえずやってみる
　パーティシパトリー建築・都市・コミュニティデザイン

「ジャスティス」としての司法
法律による問題解決の実践
Music science journal club
CompMusic: Comparative and computational musicology
スポーツ イノベーション: スポーツの参加、
　インクルージョンと社会的価値に関する研究と実践
行政研究のフロンティア
行政研究のフロンティア
メンタルヘルスの研究と実践
未来の組織を探究する
日本政治外交研究（JPD）ベーシック＆アドバンスト
　―日本政治外交をよみやぶる
オーラル・ヒストリー―「聞く力」で未知を拓く―
アジアにおける環境、防災とコミュニティ開発
Seminar on International Economy and Finance
国際経済・金融研究会
フォレスト・サイエンス・アンド・エンジニアリング

「食」の高度化。生産現場から流通、小売り、そして食卓まで。
Bilingualism and Heritage Languages

情報法研究会
国際安全保障とグローバルガバナンス
Intercultural Communication -A critical perspective
多言語多文化共生社会と日本語
Society5.0時代における「ソーシャル・プロデュース（社会的価値創造）」と「共育」
微生物ゲノム学（先端生命科学）／環境バイオインフォマティクス（先端生命科学）
微生物ゲノム学（先端生命科学）／環境バイオインフォマティクス（先端生命科学）
身体と環境にむきあい、知をデザインする生活
応用バイオテクノロジー（先端生命科学）
朝鮮の文化・社会
言語研究のインターフェース
ソーシャルクラウドロボティクス 
　－共生・協働するロボットから共に発達するロボットへ－
映像メディア, UAV/ドローン, VR/AR/XR, Web等先端技術の実践的応用
生活世界から考える公共性
田中浩一郎研究会（現代中東政治研究）
大型3Dプリンティングを用いた循環型都市デザイン
ソーシャルイノベーション：ソーシャルマーケティングと価値共創
ソーシャルセクターとヒューマンサービスの社会学
環境問題研究会
極限環境生態学
環境変動と極域生態系
情報社会の未来を考える
グローバル社会の理論と政策
ヨーロッパ国際関係と国際安全保障
国際政治、国際安全保障、現代欧州政治
近現代中国研究
中国社会研究
サイバーセキュリティ＆デジタルトラスト・リサーチ
コーチングとライフスキル
コーチングとコミュニティ
Computational Creativity - 人工知能と表現
システム生物学入門（先端生命科学）
医科学・地球環境・食品科学へのシステム生物学の応用（先端生命科学）
Second Language Teaching & Learning
E-Cellプロジェクト（先端生命科学）
生命進化のシンギュラリティ（先端生命科学）
街と情報
Touch Lab 1: Touch Fab / 触楽とものづくり
Touch Lab 2: Touch Science / 触覚の科学
新たなテクノロジーと経験のデザイン
第二言語習得研究，異文化間コミュニケーションと外国語教育
次世代の情報インフラとアプリケーションの研究開発

教員と学生が一体となって取り組む研究会を多彩な分野で開講。
SFCの研究会は、能力次第で1年次から履修可能で、掛け持ちも自由です。

一人の研究者として、教員とともに

2022年度春学期開講研究会一覧（2022年2月現在）
※秋学期開講研究会は含みません。

経済学とデータで読み解く現代社会のリアル（応用ミクロ計量経済学の実証分析）
現代アメリカ政治・外交研究
The Post Trumpian America Foreign Policy in East Asia
デザインとジオメトリー
外国語学習のための「学びのコミュニティ」作りと複言語主義
コピーとオリジナリティ
現代東南アジア研究
ムスリム共生プロジェクト
ゼロから作るDeep Learning
ソフトウェアシステムで問題解決
多文化共生社会（たぶんかきょうせいしゃかい）
行政に関する法システムと理論

「教育」から取り組むソーシャルトランスフォーメーションのカタチ
　ー地域との協働で構築する関係性のサステナビリティ
　How to Realize Social Transformation Based on Collaboration and 
　Sustainable Relationship with Locality in the Field of Education
ゼロから作るDeep Learning
ウェブアプリケーションシステム
デジタル政策とメディア利用
近代家族を再考する
ドイツ語圏地域研究
建築の企画、設計、建設、社会貢献
分散型のストレージシステムとネットワークアーキテクチャー
AQUA: 量子計算機と量子ネットワーク
生体内代謝物プロファイリング
地域研究とアカデミック・ディシプリンの対話と融合の模索
音楽神経科学（NeuroMusic）
エクス・ミュージック（x-Music）

南からの思考――スペイン語圏の社会と文化
SFC Kotan――アイヌ語とアイヌ語口承文学を学ぶ
データサイエンスと社会
モビリティと社会
コーポレートファイナンスとアントレプレナーシップ
コーポレートファイナンスとアントレプレナーシップ
日本の雇用システムと労働政策
ドイツ語圏とヨーロッパ諸国の発展
全世界インタフェースデザイン
統治機構研究
古典芸能に見る日本の社会と文化
アルゴリズミック・デザイン／Algorithmic Design
応用ワイヤレス研究会
政治哲学・倫理学（基礎）
現代の政治哲学・倫理学（理論と応用）
中国語学研究及び中国語の社会言語学的研究
気象学研究会
インターネットリサーチ
インターネットリサーチ
間主観性
知覚と認知の心理学
韓国・北朝鮮の政治・経済・社会
日本・アジアにおける企業経営

ヘルスケアシステムデザイン
アントレプレナーシップと経営
アラブ文化研究会
中東社会文化論
PSYCHOLOGIE
アートとコンセプト
ビジュアライゼーションとシミュレーション
ヘルスサイエンス（健康・幸福な街づくり）
ヘルスサイエンス（健康科学）
ソフトパワー研究（基礎編）
ソフトパワー研究（上級）
国際経済学を学ぶ
計量経済分析
１）ことばとメディア　２）外国語教育をデザインする

研究会一覧
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特徴あるテーマやアプローチ方法、その成果や将来への展望。
社会への貢献を見据える、SFCらしい先端的な研究を紹介します。

研究の先に広がる、私のビジョン

S-face
https://sface.sfc.keio.ac.jp

SFCの研究者を紹介する「S-face」を公開中。

人に寄り添う技術
「WellComp」が新たな
ウェルビーイングを創造する

「人間をわかる」ところからWellCompがはじまる

　健康・医療の発達をはじめとしたさまざまな要因により人間の
寿命は延伸し、今や「人生100年時代」といわれるまでになりました。
そんな中、一人ひとりが、身体的、心理的、社会的な各側面において、
より良い状態にあろうとする考え方が「Well-Being（ ウェルビー
イング ）」。その 実 現 のための 各 種コンピューティング 技 術が

「 WellComp 」です。
　WellComp のコアとなる技術のひとつが、「 人間を知る」ための
センシング技術です。歩く、食べる、寝るなどの「 動作 」、食生活、
睡眠、運動といった日常生活から、学び、趣味、芸術活動、動物飼育
などという「 行動 」、さらには感情、情緒、ムードといった「 内面的な
心の状態 」まで、かなり幅広い対象に及びます。技術面では、モバ
イル／ウェアラブル機器やIoT、センサ、Webサイトなどからのビッグ
データを組み合わせ、センシング技術と機械学習技術による認識
技術を対象に、私たちの研究室では研究開発しています。

大規模データ解析により社会のムードも見えてくる

　センシング／認識技術で「 人間を知る」ことができたら、次に、そこで
得た大量の情報をビッグデータとして「 解析 」します。ここでわかった
ことが新たなナレッジとなり、アウトプットできる形になります。例えば、
スマートフォンの温度計機能をそのまま使えば温度を知ることしかでき
ませんが、そこに位置情報や Wi-Fi 接続状況などの情報、AI 技術を
組み込むことで、また違う価値を持つ情報になりえるということです。
　データとなりうるのは、行動や動作から得られるセンシング情報に
限りません。私たちが普段どのようにインターネットと付き合っているか
といった情報を集めて解析することもできます。
　ヤフー株式会社との共同研究では、毎日約1000 万人がYahoo!の
検索画面に入力する検索ワードを集計し、機械学習のモデルと組み合
わせることで、1日ごとの日本社会における“ムード（ 心の変化 ）”の
変遷を捉えることができます。また、メンタルヘルスとソーシャルメディア
についての研究では、SNSを利用している頻度や時間、Facebookや

Twitter、Instagram、LINEなどのさまざまなSNSをどのような割合
で利用しているかといったことが、ウェルビーイングの高さや孤独感など
のメンタルヘルスと関連していることがわかりつつあり、その詳細解明
を試みています。

検索ワードを入力すると、そのときのムード（ 気分 ）の良し悪しを測定できるAIモデルを開
発。新型コロナウイルスの感染が拡大しはじめた2020 年、約 1000 万人分の検索データ
による解析データでは、第 1 波、第 2 波と、感染者が増えるタイミングでムード指数が低下。
新規陽性者数が増えると気分が落ち込み、新規陽性者数が減ると気分が上がるという同期
が見られた。しかし、第 3 波以降は新規陽性者数が増えても気分の変化は少なく、「コロナ
慣れ 」の影響が見られた。

検索語から
社会の

「ムード」を解析

大越 匡  Tadashi Okoshi

慶應義塾大学環境情報学部准教授。同大学院政策・
メディア研究科修了(博士)。米国カーネギーメロン大学
大学院計算機科学部修了(M.S. in CS)。ブログ、ソー
シャルネットワーク、ソーシャルメディア分野における起
業、米系企業勤務、シンガポール経営大学情報システ
ム学部研究員、カーネギーメロン大学計算機科学部
HCI研究所訪問研究員などを経て、2021年より現職。

より良い行動変容を促すフィードバック技術とは

　スマートフォンには、新しいメッセージやニュース速報などをお知
らせする「 プッシュ通知 」が続々と届くものの、多くは見過ごされ
活用されていません。また、私たち人間は目標の実現に向けて合理
的であろうとする一方、感情的であるということも意識しなければい
けません。「 5kg 痩せる」といった目標のためにフィットネスアプリが

「 歩行運動 」を通知してくれても、「 今日は雨だから」「 気が乗らない」
などと理由をつけて実行できないのが人間です。
　現在は、情報を提示するベストな状況やタイミングをAIで推定する
コンテキスト・アウェア情報提示技術、効果を高めるための文言や
音質生成技術など、人間のアテンション（ 注意 ）をマネジメントする
研究プロジェクトが進行中です。そのときどきの状況や心理状態を
も加味して、よりスムーズに行動変容できるような形（タイミング、モダ
リティ、文言、強度等 ）で情報を
提示する仕組みの実現は、今後に
向けた大きな課題だといえます。

選択する自由と選択からの自由

大きな政府
or 独裁国家

小さな政府
or 夜警国家

選択権の喪失 vs 選択の重責
からの解放

選択の自由 vs 選択の重責

公共のサービス（公的権力の介入）

個人の
自由

n選択肢

１選択肢

選択という行為を考える

　人間が毎日避けては通れない行為、つまり選択肢を検討し、いずれか
を選ぶという行為を理解し、分析し、効果的な政策を構想するというの
が研究の基盤です。
　人間は自分の選好傾向を理解し、何を求めているのかを知っており、
どういう選択肢があって、それぞれについての情報があると考えがちで
す。しかし選好は移りやすく、他人の影響にもろく、選択肢をめぐる情報
は不完全であるというのが現実です。たとえ色 な々条件が揃っていても、
望ましい選択を人間がするとは限らず、結局その責めを負うのは選択
行為の当人であると合理的選択論者は主張します。
　しかし選択行為は人間だけでなく生活環境自体にも影響されます。
当人ないし生活環境（ 国家形態を含めて）が選択の良し悪しを左右し
ます。収入など行動の資源が限られている（ 環境・個人 ）とか望ましい
選択肢に限りがある（ 環境 ）、あるいは情報やそれを理解する知識が不
足している（ 環境・個人 ）などがその例です。

日常の選択と自由：リスク

　選択行為の研究では、日常よく耳にする「リスク」が大事な概念とな
りますが、これを二つのタイプに使いわけます。
　まず、自然災害や健康上の問題などなんらかの対応を必要とする望
ましくない状況としてのリスク（タイプ A ）です。しかし、選択肢の望まし
い効果を阻害する要素をすべて予測できるわけではありません。この
不確定要素の存在が選択という行為には避けがたいもう一つのリスク

（タイプ B ）です。
　将来を懸念し、予期しない事故（タイプ Aのリスク）に備えるのが日
常の生活ですが、人間がこの不安に毎日のように悩まされる国もあれ
ば、このリスクそのものは除去されなくても、対応策を準備している国
もあります。国民皆保険などがいい例でしょう。この場合、対応策が一
度選択されると、人間は何をすべきかを日常的に悩む圧力から解放さ
れます。
　それでも人間の生き方に関わる大事な課題が残されます。前者は
小さい政府の例で、国家の介入が極力抑えられる（ 夜警国家型 ）、あ
るいは介入能力が限られている状況です。ここでは個人の選択の自由
が守られているのか、あるいは選択という行為の全責任を個人が背負
わされているのでしょうか ? 後者では、国家が個人の生活に積極的に
介入していますが、同じような課題が残されます。つまり、国家が個人

の選択の自由を剥奪しているのか、それとも選択という大きな圧力から
個人を解放している（ 選択からの自由）と考えればいいのでしょうか ?
いずれの場合でも選択行為の実践には不確定要素の存在（タイプ B
のリスク）を軽視できません。

選択 Choicesと自由Freedom

ヴ・レ・タオ・チ  Vu Le Thao Chi

ベトナムの国際関係学院（現Diplomatic Academy 
of Vietnam）を卒業後、慶應義塾大学大学院政策・
メディア研究科で博士号を取得。2014 年春から
Evidence-Based Approachプロジェクトの特任
助教を務めた後、2021 年 10 月から総合政策学部
専 任 講 師 に 着 任。近 著 に Agent Orange and 
Rural Development in Postwar Vietnam 

（ Routledge、2020 年 ）がある。

リスクと選択行為の現場

　こうした基盤的な課題を意識しながら、リスクの現場に入ります。
現場では、生活を営む人間がどのような選択肢を持って（いると考え
て）おり、その理解を深め、望ましい意思決定を下そうとする（してき
た）のかを細かく観察します。
　現場は、ダイオキシン汚染と障害児の出生（ベトナム）、活火山周
辺住民の危機意識と対応（インドネシア）、火山活動が懸念される集
落（日本 ）、農業依存社会の小学校制度（ラオス）などがあります。
　どの現場でも人 の々話（語り＝ナラティヴ）に注目します。ブルーナーや
ゴフマンなどが主張するように、自分の立場であるとか動きが生み出す
効果などを意識しながら行動するのが人間ですが、語り＝ナラティヴ
もそうした行動の一部なのです。
　人間はほぼ例外なくなんらかの政策が意図された効果を生み出す
までの過渡期を生きていると考えていいでしょう。人々のナラティヴは
この過渡期の人間の選択行為
を把握する貴重な「 原資料 」な
のです。

教員 Pick Up



１年生から研究会で、
国際政治を
学べる強み

研究とラグビーが、
いい方向に
積み重なっていく

自分の
ポテンシャルを、
気象学で引き出す

※記載されている所属、学年は2022 年 2月現在のものです。11 12

中国政治を学ぶための最適な環境

　私は、入学前から中国政治研究の第一線で
活躍されている加茂具樹先生のもとで研究
に取り組みたいと思っていました。また、SFC 
には欧米の政治から中東イスラム圏の政治
まで、さまざまな国際政治研究をリードする
先生方が集まっているので横断的な研究も
できますし、メディアセンターなど、キャンパス
の枠を越えて慶應義塾大学の施設を利用
できます。現代中国政治を学ぶための最適
な環境が整っていると思いました。
　入学後すぐに、加茂先生の「現代中国政治と
比較政治研究」研究会に所属することができ
ました。早くから研究会で学べるのはSFCの
大きな強みです。他大学より研究を深められる
時間が多く、卒業論文へ向けたトレーニングを
受けられるメリットがあると思います。

冷静に、客観的に研究できる自信

　私は中国の上海で生まれ、高校まで現地の
学校に通いました。一方で、上海にある日本人
コミュニティで交流したり、現地の学校の長期
休暇を利用して日本の学校に通ったりする
中で、中国と日本の両方の文化に接してきま
した。そのような生活の中で自然に、国際政治、
特に東アジア情勢に強い関心を持つようになり
ました。中学の頃から、中国だけでなく、日本や
アメリカなど、幅広く色んな国から発信された
情報を取り入れ、比較検討し、自分なりに
事実を再現する努力をしていました。研究に
おける情報収集能力につながったと思います。
　現在は、「中央調査部の再編成――中央書
記処と中央政法委員会の役割を巡って――」

慶應義塾の名を背負い東京五輪へ

　高校の3 年間ラグビーに打ち込んできた
私ですが、両親が自然豊かな環境で幼稚園を
経営していた影響もあり、自然環境や地域創生
をはじめ幅広い分野に興味を持っていました。
そのため、1つの分野にしばられずに学び、新
しい自分を見つけられる大学に行きたいと思い
SFCを志望しました。SFCなら自分なりのスタ
イルで、学業とラグビーを両立させる道を切り
拓いていけるのではないかと感じたのです。
　入学する前に、初めて女子セブンズ（7人制
ラグビー）の日本代表として公式戦でプレー
することができました。その頃から「慶應義塾の
名を背負って東京オリンピックに出場する」こと
を目指し、入学後は「 東京山九フェニックス」
という大学生や社会人で構成されるチームに
所属してラグビーに取り組んできました。出場
が叶った東京オリンピックは、小柄な日本人の
俊敏性や連携力は強みであることを実感し、
自分の、そして日本の可能性に気づけた大会
だったと思っています。その後、日本代表は
アジアラグビーセブンズシリーズで優勝し、
ラグビーワールドカップ・セブンズ2022への
出場を決めることができました。ベスト8を
目指して、自分を磨いていきたいと思っています。

ライフイベントと競技を両立させたい

　研究は、東海林祐子先生の研究会で、「日本
における女子ラグビー選手のライフイベント
を通過した競技継続 」をテーマに取り組んで
います。きっかけは、「結婚したいから」「子供
を産んで育てたいから 」という理由で引退
する選手が身近にいて、危機感を覚えたこと

原 わか花  Wakaba Hara
総合政策学部 4 年（島根県・石見智翠館高等学校 出身）

SFCへの共感、学びの広さと深さ、そして目指していること。
さまざまな領域で、それぞれの「やりたいこと」を実践する学生をピックアップしました。

SFCだからできる、私のチャレンジ

学生 Pick Up

酒井 智啓  Tomohiro Sakai
総合政策学部 3 年（中国・上海市第八中学 出身）

をテーマに研究に取り組んでいます。私は、
日本で中国研究をされている方よりも多く
中国の風土と人情に接し、中国で日本研究を
されている方よりも多く日本の風土と人情に
接してきていると自負しています。そのおかげ
で、中国と日本の繊細な感情の違い、その
微妙なところを感じるのです。双方の感情を
知っているからこそ、どちらの感情にも揺さぶ
られず、冷静に、客観的に、さまざまな事柄を
見ることができます。それが、研究を進める
上で私の自信になっています。

教授陣が一流で、距離が近い

　SFCは、教授陣が多様な分野の第一人者
であり、学びの環境があらゆる面で整っている
ので、どの分野でも最先端の研究に取り組め
ます。ですから自分の研究を見つけるまでに
時間をかけすぎないほうが、SFCの良さを
100パーセント享受することができるのでは
ないかと思います。そういう意味では、この分
野を研究したいという強い思いを持っている
人には特に適しているのではないでしょうか。
　教員との距離は近く、気軽にコンタクトが取
れます。教授陣が多様な分野の第一人者である
一方で、教員と学生の間に壁がないところが、
SFCのいちばんの良さではないかと思います。

です。世界の強豪国を見渡すと、結婚・出産・
育児といったライフイベントを経て代表に
復帰している選手がたくさんいます。結婚や
育児とラグビーを両立させるための環境が
あり、ロールモデルとなる選手がいるから
こそ続けられるのではないか。そういう選手
たちが積み重ねてきた歴史が、強さに反映
しているのではないかと思ったのです。
　女性は第三者の意見をよく聞きます。特に
アスリートは多くの人の意見を吸収する能力に
優れています。優れているからこそ、意見を
聞いて「結婚したらラグビーは続けられない」
というマインドに陥りやすいのです。他者の
理解や、まわりからのサポート環境など、心理
的・環境的問題の解決につながる方法を、卒業
論文で提案したいと考えています。

やりたいことを尊重してくれるSFC

　SFCはやりたいことを尊重してくれる場所
です。個性を活かしながら高い志を持って
活動できます。学業でやりたいこと、私にとって
のラグビーのような学業以外にやりたいこと、
その両方に集中できて、いい方向に積み重なっ
ていく環境があります。自分のやりたいことを
実現するために、さらに上を目指していくため
に、ぜひSFCに飛び込んでほしいと思います。

教員と学生は研究パートナーの関係

　私にとってSFCは、それまでにない新たな学び
のフィールドでした。自分でやりたいことを見つけ
なければいけない。やるかやらないかは自分の
責任。私に一番合った環境だと思いました。
　気象学を研究するきっかけは、気象学が専門
の宮本佳明先生の授業を受け、幼い頃からの
自然への興味を再認識したことです。2年生の
春から気象学研究会に所属しました。SFCでは
教員と学生は研究パートナーの関係にあります。
学生は一人の研究者として教員から学び、教員
も学生のフレッシュな発想から学ぶ、といった
印象があります。そのような関係にあるからこそ、
質の高い学びを得られるのだと思います。

台風縁辺域で安全で効率的なフライトへ

　研究テーマは「台風と乱気流の関係（台風
縁辺域における乱気流発生の可能性）」です。
台風縁辺域では、最適な飛行ルートが明らか
になっていません。そのため現状、航空機は
衛星から撮影されたデータをもとに、目に見え
る雲を大きく避けるように飛行します。しかし
乱気流は空気の流れが少しずれるだけで生じ
るため、台風から遠く雲がなくても揺れる可能
性がある一方で、反対に雲がある域だったとし
ても揺れが小さい可能性もあります。そのような

「定量的な予知が難しい大気の撹乱」を気象
データの解析で明らかにしたいです。結果とし
て最適な飛行ルートを提案できれば、乱気流
のメカニズムを解明できるだけでなく、安全な
人の移動や物流の確保、燃料の消費抑制に
貢献するなどの社会的意義が見出せます。
本研究は「山岸学生プロジェクト支援制度 」

小野 稜平  Ryohei Ono
環境情報学部 4 年（神奈川県・川和高等学校 出身）

に助成いただき、実施しました。1年目の成果
を活かした2年目の計画も採択していただき、
研究を進める支えになっています。
　また、理系学部のフィルターを通さずに文理
融合の研究が行えることも、SFCの特長の一つ
です。例えば研究会メンバーのテーマを挙げ
ると、「気象と労働生産性の関係」や「気象と
美容の関係性」、「国により“いい天気”の定義
は違うのか」など、「 気象 」×「〇〇」といった
従来の気象学の考えの枠にとらわれないコラボ
レーションが生まれる環境です。

学びの行き先はSFCで見つけよ

　SFCはオンライン授業への移行が迅速で
した。「オンラインだからこそできる」授業もあり、
コロナ禍にあっても、教員の意識は「 学生の
学びを深めるにはどうすればいいか 」という
方向で統一されていることが表れていました。
先生方の努力や工夫がうれしかったです。
　「自由」であるからこそ、興味のあるさまざま
な授業を通して、自分のポテンシャルを引き出
せるのがSFCの強みだと思います。私自身、この
環境に飛び込み研究を始めたことでそれを
体感しました。研究で自分を深めたいという
強い思いを持って、多くの気づきを得ながら、
学びの行き先を見つけてほしいと思います。
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※各入試の実施内容については、ウェブサイトをご参考いただくとともに、
必ず各入学試験別の「募集要項」にてご確認ください。

最新の入学情報については、下記URLをご参照ください。
https://www.sfc.keio.ac.jp/admissions/undergraduate/

国際
交流 奨学金異なる文化に触れ、多面的な思考力を養う、海外での体験。

グローバルな「視点と能力」を身につけるチャンスが広がっています。

グローバルに広がる、学びと交流
さまざまな奨学金や助成制度など、
一人ひとりの「問題発見解決型」の学びをサポートする体制を整えています。

やりたいこと、存分にできるように

入試 「SFCで学びたい」という明確な意志を持った多彩な個性に応えるために、
5種類の入試制度を用意。チャレンジはここから始まります。

チャレンジの始まりへ、5つの入口

※「奨学金制度」「SFC独自の助成制度」の実施の有無や募集時期・金額等の詳細は、年度によって異なる場合があります。詳細については、Webサイトでご確認ください。

● 入学試験制度一覧

SFC独自の助成制度
https://www.students.keio.ac.jp/sfc/other/research-grant/

SFCではキャンパス独自に多種多様な助成制度を設けて学生の学習・
研究活動を支援しています。これらSFC独自の助成制度は、申請書・
企画書・活動計画書の他、選考に際しては企画のプレゼンテーショ
ンを重視しています。研究会でのプロジェクト活動から国内外の
フィールドワーク、課外活動、ボランティア活動まで、学生の幅広い独
創的な「問題発見解決型」活動の企画を受け付けています。

● 教育奨励基金『学習・研究奨励金』
学生個人または団体による研究計画に対して必要な資金の補助を行います。

● SFC政策研究支援機構による研究助成
学生有志または研究プロジェクトの企画に対して、日本国内のフィールドワーク調
査費を助成します。

● 山岸学生プロジェクト支援制度
株式会社慶應イノベーション・イニシアティブCEO／グリー株式会社取締役 
山岸広太郎氏のご厚意による、世の中にインパクトを与える研究プロジェクトを
支援する制度です。

● 〈SFC・イカイ〉アジア地域海外活動研究助成制度　　　　　　  
株式会社イカイのご厚意による、アジア地域においてフィールドワークを行う
学部生のための研究助成です。選考を通過し、対象科目を履修し、フィールド
ワーク活動を行った学生を助成します。

● SFCアジアマスダ研究プロジェクト支援制度　　　　　　  
公益財団法人マスダ教育財団のご厚意による、アジアの将来の発展に貢献で
きる日本人学生・留学生の研究プロジェクトを支援する制度です。

奨学金制度
https://www.students.keio.ac.jp/sfc/scholarships/unique/

本学には、日本学生支援機構奨学金や100以上に及ぶ地方公共
団体・民間団体奨学金のほか、本学独自の「慶應義塾大学給費奨
学金」や卒業生からの支援を基にした20以上に及ぶ「指定寄付
奨学金」等、経済状況・家計急変、地方の学生向けなどの学生の
ニーズに対応するさまざまな奨学金が用意されています。本学独自
の奨学金はすべて返済の必要がない給付の奨学金です。首都圏
以外に住む受験生に安心して進学先として選んでもらえるよう、
一般選抜出願前予約型・地域ブロック別採用型奨学金「学問の
すゝ め奨学金」もスタートしています。

慶應義塾大学教育ローン制度について
奨学金以外の経済支援制度として、５つの金融機関と提携した 

「慶應義塾大学教育ローン制度」があります。

種類 ４月入学 ９月入学 出願言語 選考方法 お問い合わせ先

総合政策学部
環境情報学部

一般選抜 ○ ― 日本語 筆記試験
慶應義塾大学入学センター
TEL 03-5427-1566

ＡＯ入試
（夏秋AO、春AO）

○ ○
日本語
英語

１次：書類審査
２次：面接

慶應義塾大学湘南藤沢事務室
アドミッションズ・オフィス
TEL 0466-49-3407
E-mail ao-request@sfc.keio.ac.jpＡＯ入試（グローバル）

（冬AO［Admissions for the GIGA Program］）
○ ○ 英語

書類（資料を含む）と
ビデオ審査

帰国生対象入試 ○ ○ 日本語 書類審査
慶應義塾大学入学センター
TEL 03-5427-1611 

外国人留学生対象入試 ○ ― 日本語
１次：書類審査
２次：日本語作文・面接

留学するなら
総合政策学部・環境情報学部

■ 留学

SFC は開設以来、多様な言語教育プロ
グラムを提供し、海外からの学生に対応
した9 月入学・卒業制度を導入するなど、
グローバルな人材育成と研究活動を重視
しています。たとえば、世界の100を超える
大学との間で実施している慶應義塾大学
の交換留学制度に加え、約７ヵ国でSFC 
独自の夏季・春季海外研修を実施。例年
80名以上の学生が参加するこの研修制度
は、海外の大学における講義やディスカッ
ションなど、質の高い学習活動を通して
言語科目の単位を取得することが可能で
す。海外での多彩な異文化交流の体験は、
目の前の問題をグローバルに捉え解決へ
と導く、多面的な視点や柔軟な思考力を
養ってくれます。

● 交換留学実績 2022年度（1～3期）

中国
シンガポール
インドネシア

カナダ
米国

オーストラリア
ニュージーランド

英国
ドイツ
フランス
スイス
ノルウェー

オランダ
イタリア
スウェーデン
デンマーク

● 海外研修実績 2019年春季と2019年夏季の合計人数

アラビア語
アリババ・インターナショナルセンター

4人

マレー・インドネシア語
サティア・ワチャナ大学

20人

朝鮮語
ソウル大学校言語教育院

29人

中国語
北京大学、国立台湾師範大学

11人

フランス語
アリアンス・フランセ－ズ・ボルドー/アキテーヌ、アリアンス・フラ
ンセ－ズ・ドゥ・ルーアン、アリアンス・フランセーズ・ドゥ・ブリュッ
セル・ヨーロッパ、フランシュ・コンテ大学応用言語学センター

10人

スペイン語
サラマンカ レトラ・イスパニカ、TANDEMサンセバス
ティアン・ドノスティア語学学校　

13人

ドイツ語
フライブルク大学、ゲッティンゲン大学、オスナーブルック
大学、テュービンゲン大学、パッサウ大学、ヴァイマル大学

7人

総合政策学部・環境情報学部で提供される、英語を使って学ぶプログラム

■ GIGAプログラム ―日本にいながら英語で学ぶ―

GIGA(Global Information and Governance Academic) プログラムは、
社会や世界が直面している複雑な諸課題を文理融合のアプローチで実践的に
学ぶ英語プログラムです。自ら発見した問題にプロジェクトベースで取り組み、
人工知能やIoT、ビッグデータ、サイバーセキュリティなど最先端技術と社会科学を
融合した学びを行うことが特徴です。
両学部の学生は、学年、入試形態等にかかわらず本プログラムの科目の履修が
可能で、30以上の国と地域から集った優秀な留学生・帰国生と切磋琢磨し、日本
にいながら英語で学ぶことが可能です。さらに、所定の要件を満たすことにより
GIGAサティフィケート（修了証）を取得することができます。

●GIGA Program
https://giga.sfc.keio.ac.jp/

●英語版パンフレット
https://www.sfc.keio.ac.jp/doc/sfc_pamphlet_en.pdf
SFCで学ぶ留学生のインタビューを多数掲載しています。
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卒業後の進路

※記載されている所属、肩書は2022 年 2月現在のものです。15 16

就職者数：343人 / 進学者数：43人（※） 就職者数：268人 / 進学者数：74人（※）

SFCで学んだ考え方は、
そのまま今の仕事で
求められていること

2021年度実績（2022年5月1日現在、本人からの進路届による／国外就職を除く）
注）進学先はSFC CDP オフィス調べ（慶應義塾サイト非公表）で（※）との差異は調査計上方法の違いによるもの。

生物多様性条約第１４回締約国会議
（シャルム・エル・シェイク、エジプト）にて

就職、起業、NPO、パラレルキャリアなど、全方位に広がる将来のフィールド。
SFCスピリッツで未来を創造する先輩の活躍を紹介します。

将来の視界は360°

楽天グループ
ＰｗＣコンサルティング合同会社
三菱ＵＦＪ銀行
リクルート
キーエンス
ソフトバンク
野村證券
博報堂
日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ
キリンホールディングス
アクセンチュア
みずほ銀行
三井住友信託銀行
三井住友銀行
日本電気
日立製作所

アクセンチュア
ＰｗＣコンサルティング合同会社
ソフトバンク
楽天グループ
博報堂
ベイカレント・コンサルティング
サイバーエージェント
みずほ銀行
東京海上日動火災保険
大和証券
三井住友銀行
ソニーグループ
リクルート
トヨタ自動車
野村総合研究所
野村證券

上位就職先

清水建設
三井不動産
ベイカレント・コンサルティング
ソニーグループ
ＥＹストラテジー・アンド・コンサルティング
富士通
日本アイ・ビー・エム
三井物産
電通
日本放送協会
ＥＮＥＯＳ
サントリーホールディングス
厚生労働省
三菱地所
味の素

富士通
日本アイ・ビー・エム
損害保険ジャパン
三菱重工業
三菱電機
キャップジェミニ
デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム
星野リゾート
スズキ
ＡＸＬＢＩＴ

上位就職先

総合政策学部 環境情報学部

柳谷 牧子  Makiko Yanagiya

国連大学サステイナビリティ高等研究所 プログラムコーディネータ
SATOYAMAイニシアティブ国際パートナーシップ事務局次長

 （2004年 総合政策学部 卒業 / 2006年 政策・メディア研究科修士課程 修了）

人と自然の関係性の再構築へ

　私は、人を排除して自然を守るのではなく、人と自然の関係性に関心
がありました。現在は、国連大学で「生物多様性と社会」プログラムの
コーディネータをしながら、「SATOYAMAイニシアティブ国際パートナー
シップ（IPSI）」の事務局次長を務めています。IPSIは、「 人と自然の
関係性の再構築 」というテーマのもと、生物多様性など地球規模の
課題に総合的にアプローチし、自然と共生する持続可能な社会づくりを
目指しています。国際的な枠組みから、国、自治体レベルの政策、コミュ
ニティのガバナンスまで、さまざまなスケールでの取り組みに横断的に
対応できることが魅力です。
　人の生活空間と自然の空間、そのゾーニング設定が自然保護策の
主流である欧米と違い、日本をはじめアジア・中南米諸国などでは、人と
自然との間に明確な境界線がありません。しかし、人と自然の営みにより
形成される景観が、豊かな生物多様性と人 の々暮らしを育む、というモデ
ルは、国際社会の中で十分に理解されているとは言えません。そこで私
たちは、里山のような二次的自然の価値に関する国際的な認知の向上
と、これを支える政策や取り組みの支援に関する活動を展開しています。

グローバルな仕事で、語学力より大事なこと

　国連大学の前は、環境省で自然環境技官として働いていました。1年
目はワシントン条約の希少動植物の取引規制、2年目は国立公園の保
全管理を担当し、3年目に国立公園のレンジャー（自然保護官 ）として
北海道に行きました。入省3年目にして支笏湖のほとりに単独駐在し、

5万ヘクタールを超える
スケールを管轄するので
す。一人の裁量権の大き
いところが、やりがいでも
ありました。その後、ラム
サール条約の担当になる
など、グローバルな仕事
が増えて視野が広がって

いくことも貴重な経験でした。
　英語には今も苦労しています。しかし、地球規模課題に関するミッション
への対応は、語学力のみでは達成できなかったと思います。大事なのは、
課題と対応策への思いや考えを共有することです。言葉が多少不自由で
あっても、考えを共有できれば一生懸命支えてくれる人が現れます。私は
思いを共有する世界中の多くの人たちとの関係の中で、国際交渉や
国際プロジェクト形成の任務を、何とか果たしていると思っています。

自由な気風の中で、自立できる人間に

　課題解決型。領域横断的なアプローチ。SFCで学んだ考え方は、
そのまま今の仕事で求められていることです。SFC時代に所属した石川
幹子先生（元環境情報学部教授）の研究会では、まず現状の把握、次は
課題の整理、最後はプロポーザル（企画・提案）というサイクルで、研究
を繰り返しました。“環境”という課題ばかりの領域に進んだSFCの卒
業生としては、常にやることがいっぱいです（笑）。生態系を回復・再生
させていくことで、人類の未来に希望を持たせたいと強く思っています。
　SFCはボーダレスに学べて無限の可能性があるぶん、学生生活の
デザインは難しいところがあるかもしれません。何でもできる自由がある
一方で、自由だからこそ自己責任です。しかし、それは社会そのものだと
思います。自由な気風の中で、失敗を恐れず思いっきりチャレンジして、
自立できる人間に成長していってほしいと思います。

活躍する卒業生

進学先

進学先 研究科/学部 人数
慶應義塾大学 研究科/学部 30
その他日本国内の学校等 研究科/学部 12
海外大学/大学院 - 3

45

進学先

進学先 研究科/学部 人数
慶應義塾大学 研究科 61
その他日本国内の学校等 研究科/学部 10
海外大学/大学院 - 6

77



λ ラムダ館（研究・講義室棟）

ν ニュー棟（研究棟）

Ζ ゼータ館（研究棟）

DFF-M

テニスコート

θ シータ館（大講義室棟）

ステンレスの樹ミネルバの翼

Α アルファ館（本館）

Ο オミクロン館ι イオタ館

Δ デルタ館（研究棟）
τ タウ館（大学院棟）

ε エプシロン館κ カッパ館

Σ シグマ館（厚生棟）

Μ ミュー館（メディアセンター・ITC）

Ω オメガ館（大講義室棟）

旅人かへらずの碑

バス停（慶応大学本館前）

グラウンド

湘南国際学生寮

β ベータヴィレッジ

Η イータヴィレッジ

Γガンマ館（体育館）

駐輪場

北門

警備室

Φ フィー館（クラブハウス棟）

Ψ サイ館（クラブハウス棟）

17 18

ファブキャンパス
SFCでは、多彩なファブリケーション機器を分散配置し、
独自のICTシステムで運用。キャンパス全体をスマートな

「循環型」ファブリケーションの実験場として推進しています。
●メディアセンター：ファブスペース（3Dプリンタ、レー

ザーカッター、デジタル刺繍ミシンなど） 
●ゼータ館：DFF-M（金工の工作施設） 
●オミクロン館：建築・IoTデバイス（電子工作・ロボット）、

各種アトリエなど 
●ベータヴィレッジ：DFF-W（木工の工作施設）
http://fabcampus.sfc.keio.ac.jp/

学生ラウンジ
朝から夜まで多くの学生が集う、“鴨池”に臨む
憩いの空間です。

ガリバー池（鴨池）
正式名称はガリバー池で
すが、鴨池という名で親し
まれています。学生たちは
池のほとりの芝生でくつろ
ぐことを「カモる」と表現し
ています。

湘南藤沢メディア
センター（図書館）

「問題発見・問題解決型」教育を、情報のアクセス、入手、
作成、発信という側面から支援、図書・雑誌・DVD・
電子ブック・電子ジャーナルだけでなく、ファブスペー
スや音響・映像編集用の機器、スタジオ設備など、さま
ざまなコンテンツ制作が行える環境も提供しています。
4階には、SFCの設計を手掛けた槇文彦氏より寄贈さ
れた資料を展示、紹介する「槇文彦ルーム」があります。

まるで別荘のよう
な雰 囲 気の共 同
研究室棟です。

福澤諭吉像はキャンパスの
真ん中にたっています。

体育館・ジム 
1階はウェイトトレーニング
を主体とした各トレーニン
グ場や、柔道場、剣道場な
ど、2階にはアリーナとフィッ
トネスルームがあります。
シャワー室や更衣室なども備え、学生は
心身のリフレッシュに活用しています。

研究・講義室棟 
κ・ε・ι・ο・λの5つの研究・講義室
棟は学生と教員が日常的にコミュ
ニケーションを図ることを目的に設
計、配置されています。専任教員の
個人研究室、各専門分野の共同研
究室もあり、各研究会に所属する
学生の研究拠点になっています。

β ベータヴィレッジ 
学生や教員、研究者が寝食をとも
にしながら研究に打ち込むための
滞在型教育研究施設。SBCプロ
ジェクトにより、滞在棟1～4、教育
研究発表棟、研究実験棟、パビリオ
ン、DFF-Wが運用されています。

Η イータヴィレッジ 
キャンパス内に位置し、ハウスと呼
ばれる4つの居住棟（パプリカ、ター
メリック、ローズマリー、バジル）と1
つの共用棟（ソルト）によって構成
される国際学生寮。5人ユニットを
中心とし、多様な背景を持つ仲間
との共同生活を通じて、「暮らしなが
ら学ぶ、学びながら暮らす」を実践
します。共用棟の食堂は寮生以外
もランチ利用が可能です。

● 東京駅から
JR東海道線 戸塚  横浜市営地下鉄ブルーライン 湘南台 約50分
JR東海道線 辻堂 約50分

● 新宿駅から
小田急線・急行 湘南台 約50分

● 横浜駅から
横浜市営地下鉄ブルーライン 湘南台 約40分
相鉄線 湘南台 約30分
JR東海道線 戸塚  横浜市営地下鉄ブルーライン 湘南台 約30分

小田急線

京急線

相模大野駅

湘南台駅

バス

バス
バス

辻堂駅
藤沢駅

江ノ島駅

戸塚駅
横浜市営地下鉄

相鉄線

横浜駅

JR線

新宿駅

東京駅

品川駅

中央線

羽田空港

渋谷駅

● 湘南台駅から
〈バス〉
西口B出口から地上に上がり1番バス乗り場から神奈中バス
湘23系統 慶応大学   湘24系統 笹久保経由慶応大学
湘25系統 急行・慶応大学 行きに乗り、

「慶応大学」「慶応大学本館前※」まで約15分

● 辻堂駅から
〈バス〉
北口2番バス乗り場から
神奈中バス
辻34系統 慶応大学
辻35系統 慶応中高降車場
行きに乗り、「慶応大学」  

「慶応大学本館前※」まで
約25分

［湘南台駅西口地図］

バス停 ❶

湘南台駅
タクシー乗り場

横浜信用金庫

三井住友銀行

マクドナルド

みずほ銀行

交番

出口D

出口A

出口C

出口B
ニッポンレンタカー

※休日は「慶応大学」が終点です。

ACCESS

鴨池ラウンジ
早朝から夜まで利用可能な
コンビ ニエンスストア の

「ローソン」、個人でくつろい
だり、グループで議論したり、
多様なスペースを提供する

「鴨池ラウンジ」があります。

生協
書籍、文具、化粧品、衣類、
雑貨など、大学生活に必要な
ものが揃っています。旅行の
手続きなどができるプレイ
ガイドもあります。

学生食堂 
Σ館地下1階に生協食堂、
地上階には本格的なピザや
パスタが気軽に楽しめて、
ゆっくり話せるカフェテリア
などがあります。

見学をご希望の方
慶應義塾大学湘南藤沢事務室 総務担当 
E-mail sfc-visiting@sfc.keio.ac.jp

SFC公式ウェブサイト https://www.sfc.keio.ac.jp/
このパンフレットと連動しながら、受験生や保護者の方へ向けた情報を積極的
に発信。SFC の魅力や施設、最新の科目や研究会、さらに、教員の研究

「S-face」、学生のチャレンジ「SFC の学生」、卒業者の活躍「SFC スピリッツ」
など、豊富なコンテンツを用意しています。

慶應義塾大学受験生向けアプリ
https://www.keio.ac.jp/ja/admissions/

「キャンパスツアー」機能を利用してSFCを体感しよう！

敷地面積およそ10万坪の自然あふれる心地よい空間に、研究やコミュニケーションを支える
最先端の施設やネットワーク環境が備わっています。

うれしい最先端がある、やさしい自然もある

キャンパス

学生ラウンジ
（サブウェイ・鴨池テラス）
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